

















































































































































はスウェーデン全国で 1,921,992 人、首都のストックホルムで 628,050 人となっている













金）、c. 地方議会の選挙権・被選挙権、d. 国民投票参加権、e. 地方公務員就職権、f. 複数
言語による情報提供と在住外国人新聞の発行、g. スウェーデン語の学習機会の提供、

































（外国生まれ）の失業率は、スウェーデンにおいては 2.65 倍で、ノルウェーの 2.83 倍に次
いで非常に高い割合となっている（ちなみに他国では、フランス 1.78 倍、ドイツ 1.77 倍、イギ











































出典）OECD Factbook 2013: Economic, Environmental and Social Statistics.より作成
2.5
3.0
2010 Denmark France Germany Japan Nether Norway Sweden UK USAlands
労働市場へのアクセス 73 49 77 62 85 73 100 55 68
家族の呼び寄せ 37 52 60 51 58 68 84 54 67
教育 51 29 43 19 51 63 77 58 55
政治参加 62 44 64 27 79 94 75 53 45
長期滞在許可 66 46 50 58 68 61 78 31 50
国籍取得 33 59 59 33 66 41 79 59 61
差別防止措置 47 77 48 14 68 59 88 86 89







































































































































とえば、2013 年 5 月にストックホルム郊外のヒュースビー地区で起きた移民暴動は、──


































６）「特定の新着移民のための定着導入に関する法律（Lag om etableringsinsatser för vissa nyanlända invandrare
（2010:197））」（2010 年 12 月 1 日公布）















10）2014 年 9 月に実施されたスウェーデン総選挙（定数 349 議席）では、「増税」を謳う社会民主労働
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スウェーデンにおける移民統合のパラドクス◎挽地康彦
党（113 議席／得票率 31.2%）など左派連合が最大勢力となり、穏健党（84 議席／得票率 23.2%）
を中心とする中道右派連合からの政権交代が実現した。ただし、この結果をもって社会民主主義政
党の「復活」と捉えるのは誤りだろう。2010 年 9 月の前回選挙時と比べると、穏健党は得票率を前
回から 6.7 ポイント減らしているが、社会民主労働党も得票率を前回から 0.4 ポイント伸ばすにとど
まっている。
11）今回のスウェーデン総選挙（2014 年 9 月）において、スウェーデン民主党が獲得した議席数は 49
議席（得票率 12.9%）であった。その結果、社会民主労働党、穏健党に次ぐ第 3 党にまで上り詰め
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